
「火垂るの墓」作者が妹と死別した地は福井県  

小説に出てくる妹の「黄楊の櫛」買った店、今も実在 

ＪＲ春江駅から徒歩１０分ほどの市街地、

福井県坂井市春江町江留上地区。人里とし

てのルーツは平安時代（８２３年）に始ま

り、１８７２（明治５）年でも農家５０戸

の小集落だった。それが大正から昭和にか

け「春江ちりめん」の織物産地として人口

が急増し激変、工場が建ち、学校ができ、

商店が並び一気に市街地化した。１９４５

（昭和２０）年８月の終戦間際、織物工場

が並ぶ江留上に疎開してきた、後に作家と

なる故・野坂昭如氏（１９３０～２０１５年）が、名作「火垂るの墓」を生み出すきっかけ

となった追悼の地でもある。 

 神戸大空襲（１９４５年６月５日）で被災した幼い兄妹が懸命に生きる姿を描いた野坂昭

如氏の小説「火垂るの墓」。兵庫県神戸市、西宮市を舞台に、スタジオジブリの高畑勲監督

作の名作アニメなどで有名だが、実は野坂氏が疎開先の江留上で、１歳４カ月の妹を亡くし

た実体験が元になっている。 

野坂氏は当時１４歳。神戸大空襲で親を亡くし８月１日、親の知人を頼って江留上を訪れ、

終戦をはさむ約１カ月間を過ごした。 

 「荒物屋で貝に柄をつけたしゃもじ、土鍋、醤油さし、それに黄楊（つげ）の櫛（くし）

十円で売ってたから節子に買ってやり―」。兄妹２人暮らしの準備をする「火垂るの墓」の

一節。妹のために「黄楊の櫛」を買い求めたのが、江留上本町にある書籍・文房具店の「鈴

木万屋（まんや）」。 

 大正時代に、春江ちりめん工場の女性従業員向けに化粧品などを扱う小間物屋として開

業。野坂氏は２００２年にテレビ番組で店を訪れた。「くしを扱っていたか」と尋ねられた

店主の鈴木英雄さん（６８）は「扱っていました」と答えると、「はっきり思い出した」と

静かに語ったという。 

 野坂氏の自伝的小説「行き暮れて雪」には、「福井駅から二つ目のＨ町」の廃業した機屋

の１軒に住み着いたとある。鈴木さんは「広照寺（江留上昭和）で涼んでいたようで、おそ

らく江留上日の出で暮らしていたのでは」と語る。８月２２日、栄養失調で妹が亡くなる。

当時墓地だった今の旭公園（江留上旭）で火葬。野坂氏は３０日、遺骨を入れたドロップの

缶を持って江留上を離れたという。 


